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人間の情動を未開拓の情報資源として捉え、情動情報の性質を解明するのが本研究の目的です。電子メ

ールなどさまざまなコミュニケーションツールが開発され生活と仕事の利便性に寄与している一方で、

その利便性ゆえに深刻なコミュニケーション不全が起こっています。これは、心の状態を表す情動情報

の伝達が不充分であることに起因していると考えられます。本プロジェクトでは、心理・生理・表出・

他者という４つの指標を同時に計測し、また、それらの時間的変化を、大規模データ処理の技術を利用

して予測することを目指しました。結果、対面場面における自己と他者の情動推定が表出と生理の２指

標から可能なこと、主観的怒りの発生には循環器系の状態遷移が関わり、脳波の左右不均衡性と心拍数

から検出可能なこと、情動価の推定が情動刺激弁別の強化学習で可能であり対応する脳部位が特定でき

ること等の成果を得ました。また、乳幼児・動物を用いて情動の発達と進化についての知見を得まし

た。本プロジェクトは、人間の情動情報を知識として活用する基盤技術の創出に資します。 

 



   

研究成果集 

１） 情動の伝達と推定に関する発見と開発 

対面・非対面場面の比較から、オンラインコミュニケーションでは非言語情報の消失により、情動の理

解に困難が生じることを実証した。オンラインコミュニケーション場面で欠落する情動を自動的に補完

するために、対面コミュニケーションにおける情動の伝達に利用される表情・音声などの情報と、コミ

ュニケーション場面で喚起される情動体験を反映する自律神経系反応の情報を利用して、対話中の話者

の情動を推定するために最適な特徴量について検討を行い、情動の推定値を３次元空間上にプロットす

るプログラムを開発した。 
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２）怒りの構成要素と状態遷移の発見 

怒りという基本情動を複数の指標で同時に測定することで、これまで一元的にしか捉えられなかった怒

り情動は、複数の要素の組み合わせであることを示した。怒りは攻撃性と不快の２つの要素が合成され

たもので、それらを中枢神経系の反応と自律神経系の反応とに分解して捉えられることがわかった。こ

れを応用し、実時間で怒りが検出できる装置を開発した。また、怒りの攻撃性と不快感がどのような時

間的変遷をたどり生起するのか、多様な指標を同時測定し、その質的に異なる測定値を SVM 全状態検

索によって分析することで怒りの時間的な状態遷移を記述した。 
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Kubo, K., Okanoya, K., & Kawai, N. (2012). Apology isn’t good enough: An apology 
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ONE, 7, e33006. 
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３）情動価の予測法と遷移パターンの発見 

実験参加者の選択行動について確率的に情動刺激を対応させ、選択結果に強化学習を適用することで、

刺激が持つ情動価の時間的な変化を予測する方法を開発した。また、情動の認知が情動刺激の提示順や

社会的文脈の影響を受けること、その影響が言語処理と関連することを発見した。 

心理・生理・表出・他者のそれぞれの指標について、時間的文脈に応じた情動状態の変化に規則性が存

在することが示唆された。これらの観察は、本プロジェクトで仮定する、情動状態遷移規則の存在を示

唆しており、１）、２）の研究と合わせて、情動の経時的符号化を実現するために重要な基盤的知見に

なると考えられる。 
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